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海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム

開催概要

○事 業 名

海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム in 境港

テーマ 「うみ・ふね・さかな」境港はまいうー

（「まいうー」とは、境港のことばで美味しいという意味）

○実施日程・場所

令和元年 ８月５日（月） 鳥取県境港市および美保湾

① 鳥取県海洋練習船若鳥丸（鳥取県立境港総合技術高等学校所属）

② 三光株式会社境港ウェストバイオマス工場

③ 境港公共マリーナ

○主 催

海洋キッズスクール実行委員会

○協 力

鳥取県立境港総合技術高等学校

鳥取県海洋練習船若鳥丸（鳥取県立境港総合技術高等学校所属）

三光ホールディングス株式会社

カワバタ印刷株式会社

ＡＣＯ（デザイナー）

ＮＰＯ法人 美保湾ヨットクラブ

境港市教育委員会

○内 容

次世代へ海を引き継ぐために、海を介して人と人とがつながる

日本財団「海と日本プロジェクト」の一環として開催。

高校生による小学生を対象とした授業を通して、地元の海の現状と課題を伝えます。

授業では、鳥取県の海洋練習船に乗船して境港と美保湾を肌で感じる実践的なカリキュラムを実施します

美保湾で展開される海面大規模養殖施設と境港市内の産業廃棄物焼却熱の排熱を利用した陸上養殖

施設を見学し、これからの栽培漁業の可能性と課題を学習します。

参加した高校生と小学生がオリジナル商品の名前とラベルデザインを考案します。

今秋、東京都で行われるイベントでPR・販売します。
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１・開講式
    （1）主催者挨拶
　　（2）鳥取県立境港総合技術高等学校教頭挨拶
　　（3）鳥取県海洋練習船若鳥丸船⾧挨拶
　　（4）「海と日本プロジェクト　Sea級グルメスタジアムin鳥取」　全体説明
　　　　　・日本財団「海と日本PROJECT」について
　　　　　・企画実施概要

２　海と日本プロジェクト　Sea級グルメスタジアムin境港」
　　（1）若鳥丸船内見学
　　　(2)　高校生プレゼン　「うみ・ふね・さかな」境港はまいうー　座学
　　　(3)　高校生プレゼン「うむ・ふね・さかな」クイズ大会
　　　(4)　若鳥丸出港　海から境港を見る・海面大養殖施設の見学
　　　(5)　境港市内産業廃棄物焼却熱の排熱を利用した陸上養殖施設見学
　　　(6)  オリジナル食品のネーミングとラベルデザインワークショップ

３・閉講式
　　（1） 総合講評
　　（2） 小学生体験発表
 　  (3)　海からのメッセージ朗読
     (4)  閉講

講座次第

開催場所

鳥取県海洋練習船若鳥丸（鳥取県立境港総合技術高等学校所属）
（海洋実習場所　境港沿岸および美保湾）
三光ホールディングス株式会社
境港公共マリーナ

参加者
境港総合技術高校生徒（５人）　海洋科3名　食品ビジネス科２名　教師2名
地元小学生（30人）小学校４年生～6年生　（境港市・米子市）

カ　リ　キ　ュ　ラ　ム　

テ　ー　マ 「うみ・ふね・さかな」境港はまいうー

開催日時 令和元年　8月5日（月）

カリキュラム内容

２海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアムぞ



【特 記 事 項】

講座内容

①まなび
1992年からは５年連続日本一の水揚げ量を誇っていた境港。
環境や水産資源の変化によって漁獲量は減少し現在は全国５位の水揚げ量、第6位
の水揚げ金額となっています。境港の貿易や漁業における現状や課題をはじめ、境港の
海のすばらしさや「うみ・ふね・さかな」にまつわるクイズを境港総合技術高校の海洋科生
徒3名で講義しました。

②体験
最近めっきり海との触れ合いが少なくなった小学生たちを、鳥取県の海洋練習船若鳥丸
に乗船させ、海から自分たちの町を見せ、海を肌で感じるとともに、わが町のすばらしさを
感じてもらいました。
船は、東日本大震災で壊滅した宮城県女川の銀さけ養殖の新たな場所として境港沖の
美保湾に展開する海面養殖施設を周回し海上養殖の実情を学習しました。さらに上陸
後は産業廃棄物の焼却熱を利用し、高級魚「キジハタ」を生産する三光株式会社ウェス
トバイオマス工場の陸上養殖施設を見学しました。

③ものづくり
東京で販売するために開発しているオリジナル商品「サバのカレー味（缶詰）」のネーミン
グとラベルデザインをワークショップ形式で授業しました。鳥取短期大学のデザイン講師と境
港総合技術高校の食品科生徒2名で実施しました。

３海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム

美保湾の銀さけ養殖施設は東日本大震災で壊滅した宮城県女川の養殖施設に代わる新たな養殖場所を求

めて日本水産が建設し関係者の努力で当地に根付き、ふ化から加工まで鳥取県内で行い、今では境港サーモ

ンというブランドで全国に流通するまでになりました。 現在は弓ヶ浜水産という会社が運営しています。

8月は全数が出荷された後なので稼働状況をみることはできませんが、海上にそそり立つこれほど大きな養殖施設

は周辺に例がなく栽培漁業の大きな学習の場になります、

現在は生け簀２８基に、約１４０万尾の銀ザケが養殖される規模です。

一方で陸上の養殖技術も確立されており、産業廃棄物償却排熱を利用したキジハタ養殖現場を見学して、 エ

コな養殖漁業を考えます。

食品開発では、境港で水揚げされる代表的な魚「さば」と鳥取県が世帯消費量全国一を誇る「カレー」をコラボし

た「カレー味のさばかん」を作ります。

製造は境港総合技術高等学校食品科で行い（同校で製造された食品は地元で大変評価が高い）

商品名とパッケージデザインをもとにプロのデザイナーにラベル製作をしていただきます。



企画担当者 松本　駿平 企画担当（東京支社）

企画担当者 寺澤　　崇 企画担当（東京支社）

現場責任者 平尾　達志 現場コーディネート（グループ経営推進室)

役　割 担当者名 備　考

統　括 益井　廣志 企画責任者（営業局⾧）

Ｍ　Ｃ 中島早也佳 山陰放送アナウンサー

所　属 担当者名 備　考

境港総合技術高校 堀川貴哉 鳥取県立境港総合技術高等学校教諭

境港総合技術高校 駒井和典 鳥取県立境港総合技術高等学校教頭

海洋練習船若鳥丸 池本見介 船⾧（鳥取県立境港総合技術高等学校所属）

代表取締役社⾧

ＡＣＯ（デザイナー） 高田雪枝 代表（鳥取県デザイナー協会副会⾧）

ＮＰＯ法人
美保湾ヨットクラブ

寺澤健治 理事

境港市教育委員会 築谷健作 主幹兼指導主事

三光ホールディングス株式会社 三輪陽通

Ｍ Ｃ

中島 早也佳（なかしま・さやか）

出身地：兵庫県

担当番組：午後はドキドキ！

（ラジオ 毎週火・金曜日 13:15～

16:50 ）

まいどっ

（テレビ 毎週土曜日 9:25～

山陰放送スタッフ

４海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム

企画協力者



時　間 項　目 備　考

14:10

沖出しし、銀サケ養殖施設を周回し見学 東日本大震災との関係、栽培漁業がおこなわれていること

11:40 昼食 船上でお弁当を食べる。航海での食事を体験する

境港公共マリーナ実習室でグルメ開発
東京で販売するオリジナル商品「カレー味のさばかん」の
ネーミングとラベルデザインをワークショップ形式で実施する

13:00 三光ウェストバイオマス工場到着 キジハタの養殖を工場の担当者から伺う

13:30 三光ウェストバイオマス工場出発（バス）

16:20 山陰放送へ到着 米子市内から参加の児童はここで解散する

15:50 境港公共マリーナにて解散 米子市内から参加の児童はバスに乗車し帰途につく

15:30 閉講式
全体の講評
小学生の体験発表
海からのメッセージを朗読して閉講

10:30 若鳥丸出航
港湾施設、魚市場、水産関係施設を海上から見る
沖へ出て、銀ザケ養殖施設を周回する

9:00 若鳥丸船上で開講式 開講式

8:40 境港公共マリーナを出発し若鳥丸に移動 貸し切りバス

8:50 鳥取県海洋練習船若鳥丸に乗船 乗船後、船内研修室に集合

8:00 山陰放送出発（貸し切りバス） 米子市内から参加の児童をピックアップ

8:30

9:30 高校生による座学、海洋クイズ 境港の港湾や漁業を授業、海洋クイズの実施

10:15 救命装練、海上での諸注意 救命胴衣装着、諸注意

境港公共マリーナにて参加者受付開始
境港市内から参加の児童はマリーナ直接
（保護者控室は同施設内に準備）

9:20 若鳥丸船内見学 ブリッジや機関室、船内施設を見学する（乗組員説明）

バスで境港公共マリーナに移動する
製氷会社、旅客国際ターミナル、魚市場を車上にて見学

12:50 竹内岸壁出発（バス）
三光ウェストバイオマス工場に移動する。
途中、港湾施設やチップ集積場を車上にて見学する

12:30 帰港（竹内岸壁） 帰港後、集合写真撮影（練習船をバックに撮影）

５海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム

スケジュール



①　８月５日　テレポート山陰（山陰放送）　　別添　ＤＶＤビデオ

②　８月６日　日本海新聞

６海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム

メディア露出



ディレクター所見　（平尾達志）

７海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム

（ディレクター感想）

海の見える町に育ちながら、海と接する機会が少なくなった地元小学生に、「海で遊ぶチャンスを与え、海の

魅力を知らせ、これから海を大切にしたい」という気持ちが芽生えるよう、本プログラムを構成しました。

Ｓｅａ級グルメスタジアムを実施するにあたり、これまでの経験を生かし、さらに、子供たちに海のすばらし

さに目覚めてもらうため、まず、自分たちの住む町が、全国でも屈指の港町であることと、地元の優れた産業

であることに誇りを持たせ、これを守ってゆくためにはどうしたらよいかという課題を提起しました。まず、鳥取

県の海洋練習船を用いて海から自分たちの町を見せ、優れた地元港湾施設や水産施設に触れ、貿易・漁業

の振興を肌で感じることができるように考えました。中でも境港サーモンの名前でブランド化された「銀ざけ」

養殖施設と産業廃棄物焼却排熱を利用した「きじはた」養殖施設は、これからの漁業を学ぶ上で必須と考え、

船舶で巨大な養殖施設を見せたり、実際の工場で養殖の苦労話を聞かせたり、同時に、その栽培漁業の仕

組みを座学で前もって教育するカリキュラムとするなど、全体に座学の内容と体験プログラムを同期させるこ

とで、楽しみながら一つ一つのものを見て感じることができるよう考慮しました。子供たちには「境港のすごさ」

と「海洋の実情」が伝わったのではいかと感じております。

（児童の反応）

本プログラムに参加した児童30名全員が「楽しかった」と回答を寄せてくれました。

参加した児童の中には、「遊べると思って参加しけど結構授業が多かった、でも、海のことがよくわかり、学校

より楽しく、ちがう学校の友達がたくさんできた」と語ってくれた女の子、「今回の体験から、将来は海の職業

に就きたい」と語ってくれた男の子が、とても印象的でした。

今回参加した児童は小４～小６で年齢に少し開きはあるものの、アンケート結果からは、環境について気づ

いてくれた児童が多く、わたくしが狙った通りの結果が得られたのではないかと思います。

アンケートを集計しますと、【「普通、体験できないことができた」「海について知ったし、もっと環境にやさしく

ないといけないと知った」「知ってよかったことは海が汚れているから大切にしたいということ」「境港での工夫

などが知れた。これからの海についてもっと考えていきたい。今日の経験を活かしたいと思った」「ぼくは、もっ

と海について知っていき、自然などを守っていきたです」「魚のことをいっぱい教えてもらってよくわかった。船

にも乗って面白かった」「海はこんなに大切なんだとわかり、少しでも海を大切にしたいと思った」「境港にはた

くさんの魚がいるんだなと思った。魚を育てて食べていることもあるとわかった」「境港のいろいろなことが知

れたし、地球の海のことを知ることができ良かった」「海の状態について分かった。サーモンやキジハタの養

殖方法がわかった。船の秘密がわかった。一日でこれだけのことができて楽しかった」「珍しい体験ができて、

いろいろな人と接したりしてよい経験ができた。またこういうことができたらできるだけ参加したい」「海・船・魚

の勉強で知らないことを教えてもらったり見学をしたり養殖や船の操縦まで教えて頂いてよかった。今までに

ない貴重な体験ができたので嬉しかった」「境港のことがたくさん知れたし、水揚げ量の一位はサバであるこ

とがわかりすごかった。はしゃぎました」「海が困っていることは気がついていたが、ここまでひどいとは思わな

かった。気が付いてよかった」「このままだと魚が少なくなっていくので養殖をしているとわかりました」「境港の

輸入品や、月ごとに獲れる魚などがわかって面白かった。船の操縦席を見ることがないので、間近で見れて

面白かった。海の環境を守ろうと思えた」「船の仕組みなどを知ることができ良かった。（ワークショップを通し

て）デザインを考えることは、とてもむづかしいんだなということがわかりました」「いつも、なにも考えずに魚を

買って食べていたけど、これから釣りをしても楽しみながら食べられたら良いです」「ぼくが気づいたことは番

号がついた赤い灯台です。赤い灯台の左を通る（入港時）ということを知りました。次もこのような機会があれ

ば参加したい」「工場で出た熱を養殖に使っていることを知った」「若鳥丸の重さなどを知れて良かった」「船に

はいろいろな機械がいっぱいあって驚いた」「海を汚さないようにしたい」】と、ほぼ全員の児童が感想を書い

てくれました。



①　集合　～　乗船　（山陰放送→境港公共マリーナ→鳥取県海洋練習船若鳥丸）

８海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム

実施報告

米子市の児童は山陰放送前から出発し境港公共マリーナへバスで移動

境港公共マリーナに受付を設け日本財団横断幕を掲出しました

受付でノート、名札、揃いのＴシャツをもらいマリーナで着替えて準備が整いました

参加者全員で若鳥丸が待つ竹ノ内岸壁にバスで移動し乗船しました



②　開講式　～　船内見学　（鳥取県海洋練習船若鳥丸船内研修室）

③　高校生によるプレゼン　　（鳥取県海洋練習船若鳥丸船内）

開講式には横断幕を既出し、開講宣言ののち主催者・高校の代表が挨拶を行いました

船長さん、今日授業をしてくれる高校生が挨拶に立ち、児童は熱心に聞き入りました

そのあと、班を分けて船内を見学し、ブリッジや海図実習現場を見学しました

いよいよ「うみ、ふね、さかな」の高校生による授業が始まりました

９海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



④　高校生によるクイズ大会　　（鳥取県海洋練習船若鳥丸船内）

⑤　救命装練～出港　　（鳥取県海洋練習船若鳥丸デッキ）

クイズ大会では授業の内容から問題が出され、活発に手が上がりました

出港前に諸注意を受け、全員が救命胴衣を装着しました

いよいよ出港、みんなワクワクしながら船は岸壁を離れます

境港のさまざまな港湾施設や出入りする船を見ています

１０海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑥　航海　　（鳥取県海洋練習船若鳥丸ブリッジ）

⑦　銀ざけ海面養殖施設を周回　　（美保湾）

船のブリッジで展開される操船を熱心に学習しています

目的地、銀ザケ海面養殖施設を周回し、その大きさに驚きました

海上を航行する船上で昼食。海の上のご飯は「まいうー」

約2時間の航海を終えて帰港

１１海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑧　帰港　（境港市竹内岸壁）

⑨　陸上養殖施設見学にＧＯ　（三光ウェストバイオマス工場）

若鳥丸をバックに、みんなで日本財団横断旗をもって記念撮影 （敬礼）

若鳥丸のスタッフに見送られ一路三光の工場へ、途中、木材やチップの集積場を見学

１２海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑩　陸上養殖施設　（三光ウェストバイオマス工場内養殖場）

⑪　デザインワークショップ　（境港公共カリーナ２階食堂）

工場の中はタンクがすらり、中で「キジハタ」が元気に育っていました

三光工場スタッフに見送られ、一路境港公共マリーナへ、途中、製氷工場や魚市場を見学

再びマリーナでデザインワークショップ。デザインの先生と高校生2名も指導で参加

正面に日本財団横断旗を、側面の壁にはポスターを掲出しました

１３海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑫　制作発表　（境港公共マリーナ２階食堂）

デザイン授業の後、6班に分けてワークショップ形式で制作を始めました

各グループ、皆で意見を交換しながらキーワードを集め制作をすすめました

各班が商品の名前とラベルデザインを発表しました

審査の結果、3班の「境港の宝もの」が選ばれました

１４海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑬　閉講式　（境港公共マリーナ２階食堂）

今日一日の体験を振り返りました。中には将来は海の仕事につきたいと語った児童もいました

ものづくりの部で指導した高校生も感想を述べました

一日お世話になった境港総合技術高校の駒居教頭先生から講評を頂きました

最後に「海からのメッセージを読み上げて」閉講いたしました

「海からのメッセージ」

今、人間がつくり出す熱で、地球の温暖化がすすみ、海の温度が少しづつ上がっています。

そして海に捨てられるごみも増えて海は困っています。

このままだと、地球の環境や気候に大きな影響をおよぼし、将来、人間も魚も住めなくなってしまうかもし

れません。

私たち人間は、これからの海を美しく、豊かな自然をまもるため一人一人が海をまもっていきましょう

海は地球のたからものです （Ｓｅａ級グルメスタジアム in 境港 オリジナル）

１５海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



①　座学

１６海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム

資 料



１７海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



１８海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



１９海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



２０海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



２１海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



②　高校生によるクイズ大会

問題 答え

２２海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



２３海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



２４海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



③　今日の予定

２５海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



④　開講式

２６海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑤　デザインワークショップ

２７海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑥　閉講式

２８海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑦ デザインワークショップ教材

⑧　Ｔシャツデザイン

２９海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム



⑨　名札

⑩　アンケートノート

ＰＤＦデータで添付します

⑪　アンケート

ＰＤＦデータで添付します

３０海と日本プロジェクト Sea級グルメスタジアム




